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ナザレに始まるアフェシス(aphesis)を宣く伝える旅
イエスの説教（ルカ4.18-19）は、彼の全活動をパノラマ的に表わすイ

ザヤ文をたくみに綴り合わせている。それはまずイザヤ61．1で始まり、
次にイザヤ56．6を引用して、61．2に戻る。

なぜなら、イエスの全活動が、人々に解放（アフェシスaphesis)と自
由（アフェシスaphesis)を与えることを目指しているからである。
しかし、イエスはだれに対してaphesisを宣く伝えるのか。ナザレの

説教においては、それは囚人と打ちひしがれている人々に、さらに貧し
い人々への福音によって、盲人の目を開くことによって、示される。

神の支配を具体化する旅

「神の国」は空間概念ではなく、神の愛といつくしみの支配を表わ
しゅうとめ

す。この神の支配は、悪霊追放やシモンの 姑 の熱病癒しなど（同上
4.31.41参照）によって具体化する。

つまり、悪霊を追い出し病人の癒しは、今日も明日も継続される旅と
して表され（同上13.32.33参照)、「三日目に成し遂げられる」ことは、
イエスの旅の目的地エルサレムで死を遂げ、復活一昇天することを表わ
す。

十字架上一復活のaphesis
Aphesisを宣くるナザレの説教は、ルカにおいては、イエスのデビュで

の

ある。だから、イエスの生涯の最後、受難死の際にaphesisが宣くられ
るはずである。この最後のaphesisは、罪人への赦しとして表される。

諸国民へのaphesis
最終的なaphesisは、当然、ユダヤ民族のみに限定されない（同上
24.47参照)。
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